
 

「おきぎん e パートナー（法人）」のシステム更改実施について 
 

沖縄銀行では、平成 26 年 3 月 10 日（月）より、「おきぎん e パートナー（法人）」のシステム更改をいたし

ます。今後もお客さまのご希望に添えるサービスの提供に努めてまいりますので、何卒ご理解のほどお願

いいたします。 

今回のシステム更改により、変更となる内容についてご案内いたします。 

 

【システムの変更内容】 

 
1. 管理者・利用者ログオンのアドレス変更 

2. セキュリティ上のお知らせ画面表示 

3. 連続資金移動ご利用時の都度指定先口座登録が可能 

4. Java を利用しないファイル伝送サービス 

5. 外部ファイル送受信の操作変更 

6. 外部ファイル送信権限機能が可能 

7. 外部ファイル送受信における帳票出力が可能 

8. 「データ承認・送信」への画面移動が可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 管理者・利用者ログオンのアドレスが変更になります。 

現在ご利用いただいております、インターネットバンキングログオン時のアドレスを次の通り変更いたします。 

管理者ログオン 

https://www3.suitebank3.finemax.net/OKNWA/CIBMU101.html 
利用者ログオン 

https://www3.suitebank3.finemax.net/OKNWA/CIBMU201.html 
 

※ショートカットやお気に入り等にログオン画面を登録されているお客さまは、再登録をお願いいたします。 

※信頼済みサイトに「https://www3.suitebank.finemax.net」を登録されているお客さまは、 

「https://www3.suitebank3.finemax.net」へ変更をお願いいたします。 

「おきぎんｅパートナー」トップ画面の「利用者ログオン」または「管理者ログオン」ボタンよりログオンされている

お客さまは、変更不要です。今まで通りの操作で処理が可能です。 

 

〔e パートナートップ画面〕 

 

 

 

 

https://www3.suitebank3.finemax.net/OKNWA/CIBMU101.html
https://www3.suitebank3.finemax.net/OKNWA/CIBMU201.html
https://www3.suitebank.finemax.net/


2. セキュリティ上のお知らせ画面を表示します。 

暗証番号や確認暗証番号が一定期間変更されていない場合、ログオン後にセキュリティ上のお知らせ画

面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 「連続資金移動」機能ご利用時に都度指定先口座の登録が可能になります。 

「連続資金移動データ送信完了」画面に、「都度指定先口座登録」ボタンが追加され、複数口座を同時に

登録することができるようになります。 

 

〔連続資金移動データ送信完了画面〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

4. 「Java」を利用しないファイル伝送サービスになります。 

ファイル伝送サービスをご利用のお客さまは、これまで、ファイル伝送サービスのご利用の際に、Oracle 社の

「Java」をダウンロ－ドしていただく必要がありましたが、「Java」を使用しないファイル伝送サービスとなるため、

ダウンロ－ドが不要となります。 

 

〔システム更改前〕（例：総合振込） 

 

 

 

 

 

〔システム更改後〕 

 

 

 

 

 

 

 

 



5. 「外部ファイル送受信」の操作が変更になります。 

「Java」のダウンロードが不要となることに伴い、「アップロード」「選択」ボタン押下時に取込みまたは保存先を都

度指定していただく手順となります。 

※「ファイル伝送」サービスをご利用のお客さまが対象となります。 

※今回の変更はファイルパス名のみで、送信・受信テーブルの「業務名称」は、事前登録が必要となります。 

 

(1) 「外部ファイル送信」操作時 

① 送信テーブル作成時に、ファイルパスの設定が不要になります。 

② アップロード開始画面においてファイルパスの設定が毎回必要になります。 

③ 「ファイル転送」の画面に変わり、「アップロード中」の画面が表示されます。 

 

〔システム更改前〕 

 

 

 

 

 

送信テーブル作成時にファイルパス ファイル転送画面が表示されます。  を
設定していました。 

 

 

〔システム更改後〕 

 

 

 

 

 アップロード中の画面が表示
されます。 

 送信テーブル作成時にファイルパスを
設定しません。 

 

 

 
注：アップロード時にファイルパスを

毎回指定します。  

 

 

 

 

 



(2) 「外部ファイル受信」の操作時 

① 受信テーブル作成時にファイルパスの設定が不要となります。 

② 「ファイル転送」の画面に変わり、「受信中」の画面が表示されます。 

③ 「受信結果」の画面において保存するファイルパスの設定が毎回必要になります。 

〔システム更改前〕 

 

  

 

 

  

 
受信テーブル作成時にファイルパスを

ファイル転送画面が表示されます。  設定していました。 

 

〔システム更改後〕 

 

 

 

 

 受信中の画面が表示されます。 保存する先、ファイル名を指定し、
「保存」をクリックします。 

 受信テーブル作成時にファイルパス
を設定しません。 

 

※外部ファイル受信時は自動データ保存されませんので、必ず「保存」をクリックしデータを保存してください。 

 

なお、現在設定されている「ファイルパス名」は引き継がれませんので、これまでファイルの保存場所を意

識せずにお取引きいただいていたお客さまは、平成 26 年 3 月 7 日（金）までにファイルの保存場所をご確認

のうえ、管理していただきますようお願いいたします。 

 

〔ファイルの保存場所の確認〕※送信、受信共に確認方法は同じです。 

この内容を控えてください。 

 

 

  

 

 

 

 



6. 外部ファイル送信時の利用者権限設定が可能になります。 

外部ファイル送信時において、管理者が設定した権限のある利用者のみが登録・承認・送信機能が可能になり

ます。 

 

〔管理者画面〕                          〔外部ファイル送受信画面〕 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「外部ファイル登録・承認・送信」ボタンが追加され
ました。 

「外部ファイル送信権限設定」を利用する
にします。 

7. 外部ファイル送受信時の帳票出力が可能になります。  

外部ファイル送受信において、送信前および受信後に外部ファイル内容を確認するために、帳票出力が可能

になります。 

  

〔外部ファイル送信前〕                 〔外部ファイル受信後〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「印刷条件指定」をクリックします。 

「印刷条件指定」をクリックします。

 



 

8. 「ファイル伝送」サービスで「データ登録」画面から「データ承認・送信」への画面移動が可能になります。 

「ファイル伝送」サービスのご利用にあたり、データ作成後、「承認・送信」を行う際に、一旦、メニューへ戻ってい

ただく必要がありましたが、利用者が「承認」または「送信」権限をお持ちの場合、「データ登録」メニューの「振

込または振替データ選択」画面に追加した「データ承認・送信へ」ボタンより、「データ承認・送信」メニューの「送

信データ選択」画面へ直接移動することができるようになります。また、該当業務の「登録完了確認」画面にも、

同じボタンが追加になります。 

   

〔システム更改前〕 

 

 

 

 

 

 
「メニューへ戻る」をクリックします。 「承認待」を選択し、「確認」をクリック

します。  

 

〔システム更改後〕 

      

 

 

 

 

 
「データ承認・送信へ」ボタンが追加さ
れました。 「データ承認・送信へ」ボタンが追加さ

れました。 
 

 

 

 


